
2020年はとても充実
した年でした。コロナでの
自粛生活や、長く試合の
ない期間もあったこの１年
で得た経験は、これまで
とは比べものにならない
くらい濃いもので、これか
らの人生に生きてくると
思います。
ボウリングの方は2019
年の後半からずっと調子
がよくて、多くの試合で思
いどおりに投げることがで
きたし、自分でも安定して
上位にいたな、という印象
があります。3連勝したあ
とは勝ち切れませんでし
たが、すべての大会で入
賞できたし、SSSカップ
が16位だった以外は7位、

整してくると思うし、今は
女子プロ全体のレベルも
上がっている気がするの
で、私もディフェンディン
グチャンピオンとして恥ず
かしくないボウリングがで
きるよう、練習に励みます。

るのはうれしいし光栄なこ
とだと思いつつも、上には
常に姫路プロがいるという
印象なので、自分的には離
されずにずっと付いていき
たいという気持ちです。
今シーズンは次の全日本

まで続くので、ランキング
のトップを狙える位置にい
る今のチャンスを逃さない
ように、これからしっかり
調整して新年の大会に臨み
たいと思います。前回優勝
したオールスターゲーム（北
小金ボウル）は、リスタイ
が禁止になって初めての大
会で、もともと着けていな
い私には多少のアドバン
テージがありました。次は
みなさん、もっともっと調

開幕戦のWOMEN’S ALL★STARを制したあと、約7カ月の中断をはさんで
3連勝を飾った坂本かやプロ、新設トーナメント・APAプレゼンツの男女優勝者、
永野すばると姫路麗両プロも、そこから3連勝を飾った。コロナ禍に翻弄された
2020年のプロボウリング界にあって、輝きを放った3名に、この1年を振り返っ
ていただいた。

6位、2位、5位と、ひとケ
タの順位でした。少しずつ
ボウリングの引き出しが増
えて、どんなコンディショ
ンでも粘って対応すること
ができるようになったと思
います。
姫路プロとは3回、優勝
決定戦で対戦して2勝1敗
でしたが、前の年の全日本
を含めたら2勝2敗。関西
オープンの決勝が終わった
あと、真っ先に「これでか
やちゃんと並んだ」と言わ
れたんですよ（笑）。私のこ
とを意識してくださってい
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坂本かや
（49 期・永山コパボウル所属）

2019年をランキング3位で
終えて、その流れのまま意気込
んでの2020年でしたから、
KUWATAカップの中止は本当
に落胆しました。その後は、気
持ちのスイッチを完全にオフに
していました。
所属する相模原パークレー

ンズも約2カ月間閉鎖になって
投げられなかったので、フォー
ムとかもそうですが、何より指
が細くなってしまいました。も
ともとはあまり変わらないタイ
プで、年間を通してもテープ1
～2枚の調整ですんでいたの

が、ドリルをし直さないといけ
ないぐらい変化して、それが戻
るのに、ドリスタカップの直前
ぐらいまでかかりました。
不安を抱えてのドリスタカッ

プでしたが、予選を通過できて、
試合勘も取り戻せたので、その
あとの試合に対して、不安な要
素がかなりなくなったのが大き
かった。それにしても3連勝と
は、こんなこともあるんですか
ね…、という他人事のような感
覚です。内容には、ＳＳＳカッ
プなど、もう一発持ってくれば
というところで決め切れていな

「コロナも含めてこの1年の経験は
 今後の人生に必ず生きると思います」

姫路　麗
（33期・フタバボウル所属）

「大勢のお客様の前で投げたいけど
今年も我慢の1年かなと思います」
4月に緊急事態宣言が出

て、強制的にステイホーム
となったときには、これま
で休むことは許されないと
勝手に決めて走り続けてき
た私には、初めて罪悪感の
ない休みをもらって（笑）、
心身のリフレッシュになり
ました。
トーナメントが再開して
も、感染への注意を最大限
しながらで、これまでとは

永野すばる
（40期・相模原パークレーンズ所属）

連勝はただいま継続中
「心の奥に4連勝への思いを秘めて…」

連勝はただいま継続中
「心の奥に4連勝への思いを秘めて…」

▲自信を持つ全日本プロ選手権
　で3連勝とし、連勝を継続した
　まま2020年を終えた

いのは、まだまだ甘さがあるな
と思います。ただ何連勝なんて
チャンスはそう巡ってくるもの
ではないので、今年の初戦がど
の大会になるかはまだわからな
いけど、心の奥底では4連勝も
狙っていけるように、頑張ろう
と思っています。
ところでコロナで中断中に、
坂本かやちゃんからのご指名
で一緒に『かやすばの今日も曲
げてますか？』というチャンネ
ル名でビデオチャットを始めま
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も、六甲クイーンズも2位
でしたし、全試合ラウンド
ロビンには残れていまし
た。ただ全日本の決勝は何
もできなかったので、尻す
ぼみで終わった感じになっ
てしまいました。終わった
直後は、もうちょっと何か
できなかったかと自分を責
める気持ちがありました
が、（小林）よしみちゃんの、
金枠バッジに全日本シー
ド、来年のオールスター
ゲームの出場権など、たく
さんのおめでとうがセット
になった初優勝を、自らつ
かみ取った姿を見て、本当
によかったなと思いまし
た。
今年も順調にいけば2月

6・7日のオールスターゲー
ムが開幕戦になります。第
１回に続く連覇を狙った昨
年は（坂本）かやちゃんに
阻まれて準優勝だったの
で、そのリベンジという意
味でもモチベーション高く
臨めると思います。

大会の雰囲気もかなり違っ
ていました。ＰＣＲ検査に
ついては、自身が感染しな
い、他の人に感染させない
ための安心感を得られるの
で、ありがたかったです。
マスクを着用しての投球
は、表情が見て取れないと
いう点で、面白さが半減す
るんじゃないかという心配
があります。お客さんがい
ないなかで投げるのは、ス

トライクを出そうが、スプ
リットを取ろうが、拍手や
歓声がないというのは、寂
しいですね。早く大勢のお
客さんの前で投げたいです
が、新型コロナウイルスの
収束が見えない現状を考え
ると、今年も我慢の年にな
るのかなと、覚悟をしてい
ます。
2020年は、ゾーンに
入った状態が続いていた感
じです。3連勝もそうです
が、開幕戦のオールスター

した。僕たち以外にも何人もの
プロが発信していて、それが先
日の全日本選手権は、3千人を
超える人がユーチューブで視聴
してくれるなど、ボウリング
ファンの開拓につながっている
のを感じられて、やってよかっ
たなと思うし、できるだけ続け
たいなと思っています。さらに
入場制限がなくなったときに、
男子プロの試合も生で見たい
と、観客数の増加につながれば
最高ですね。

The Bowling JournalThe Bowling Journal 2021年1月10日発行〔４〕


